
ア
ム
シ
目
と
、
ト
ン
ボ
目
の
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
亜
目
で
す
。

　

ガ
ロ
ア
ム
シ
目
は
、
バ
ッ
タ
目
や
ゴ
キ
ブ
リ
目
な
ど
の
11
目
か
ら

な
る
多た

新し
ん

翅し

類る
い

に
含
ま
れ
る
不
完
全
変
態
類
で
す
（
図
１
）。
和
名
は

１
９
２
４
年
に
こ
の
昆
虫
を
日
本
で
最
初
に
発
見
し
た
フ
ラ
ン
ス
外
交

官
の
ガ
ロ
ア
に
因
ん
で
い
ま
す
。

　

体
長
は
1.5
〜
2.5
㎝
程
度
、
翅
を
完
全
に
失
い
、
冷
涼
地
の
ガ
レ
場
（
石

や
岩
屑
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
積
み
重
な
っ
た
場
所
）
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

肉
食
性
で
、
土
中
の
昆
虫
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
捕
食
し
ま
す
。
地
上
に
現

れ
る
こ
と
が
な
い
生
活
型
と
、
日
本
（
北
海
道
〜
九
州
）、
韓
国
、
中
国

の
極
東
地
域
と
ロ
シ
ア
内
陸
部
、
お
よ
び
北
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
沿
い
の

山
地
の
み
と
い
う
特
異
な
分
布
「
環
太
平
洋
分
布
」
に
よ
り
、
研
究
者

で
も
目
に
す
る
こ
と
さ
え
稀
な
昆
虫
で
す
（
図
２
）。

　

ガ
ロ
ア
ム
シ
は
古
生
代
石
炭
紀
か
ら
姿
を
ほ
と
ん
ど
変
え
て
い
な
い

こ
と
か
ら
「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
化
石
時
代
の
ガ

ロ
ア
ム
シ
（
古
ガ
ロ
ア
ム
シ
）
は
立
派
な
翅
を
も
ち
地
上
生
活
を
謳
歌

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
生
代
に
な
る
と
甲
虫
、
チ
ョ
ウ
、
ハ
エ
、

ハ
チ
な
ど
の
完
全
変
態
類
と
い
う
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
極
東
に
追
い
や
ら
れ
、
さ
ら
に
は
活
路
を
見
出
す
た
め
に
翅
を

捨
て
て
ガ
レ
場
に
潜
る
と
い
う
生
活
に
入
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
寒

冷
期
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
が
陸
橋
化
し
た
際
、
北
ア
メ
リ
カ
に
分
布
を
拡

げ
、
こ
れ
に
よ
り
、
ガ
ロ
ア
ム
シ
の
「
環
太
平
洋
分
布
」
が
で
き
あ
が
っ

た
の
で
す
。

　

ム
カ
シ
ト
ン
ボ
亜
目
は
、
黒
地
に
黄
色
の
縞
が
あ
る
中
型
の
ト
ン
ボ

で
、
成
虫
は
４
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
現
れ
ま
す
（
図
３
）。
ト
ン
ボ

目
は
、
体
が
丈
夫
で
後
翅
が
前
翅
よ
り
幅
広
く
翅
を
広
げ
て
止
ま
る
不ふ

均き
ん

翅し

亜
目
（
ト
ン
ボ
類
、
ヤ
ン
マ
類
）
と
、
体
が
細
く
前
後
翅
が
似

〒 386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294
☎ 0268-74-2002　FAX 0268-74-2016

https://www.msc.tsukuba.ac.jp/　✉ ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp　第 102 号　2024 年（令和 6年）4月 14 日（日）発行 ©菅平高原実験所

発行者／筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所

自
慢
し
た
い
昆
虫
ば
か
り
で
す
が

自
慢
し
た
い
昆
虫
ば
か
り
で
す
が

　
　

と
に
か
く
日
本
が
誇
り
た
い
昆
虫
！

　
　

と
に
か
く
日
本
が
誇
り
た
い
昆
虫
！

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　
客
員
研
究
員

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　
客
員
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町町ま

ち
だ

ま
ち
だ田田　
龍龍

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
一
郎

→図３：ムカシトンボ（撮影：武藤将道）

　

昆
虫
類
に
は
30
あ
ま
り
の
目も

く

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
ほ
と
ん

ど
の
目
が
生
息
し
て
い
て
、
見
ら
れ
な
い
の
は
２
０
０
２
年
に
南
部
ア
フ

リ
カ
の
砂
漠
か
ら
発
見
さ
れ
た
カ
カ
ト
ア
ル
キ
目
と
、
熱
帯
を
中
心
に
知

ら
れ
る
ジ
ュ
ズ
ヒ
ゲ
ム
シ
目
の
２
目
だ
け
で
す
。
面
積
が
広
く
も
な
い
日

本
、
そ
の
日
本
が
昆
虫
類
の
多
様
性
を
誇
る
理
由
に
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
で
適
度
な
湿
度
が
あ
り
自
然
が
豊
か
な
こ
と
、
高
標
高
ま
で
の
い
ろ
い

ろ
な
環
境
が
あ
る
こ
と
、
四
季
が
明
確
な
こ
と
、
日
本
列
島
が
南
北
に
長

く
亜
寒
帯
、
温
帯
、
亜
熱
帯
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
気
候
帯
が
存
在
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
昆
虫
相
が
自
慢
の
日
本
で
す
が
、
外
国
の
研
究
者
か
ら
こ

れ
ま
で
に
ダ
ン
ト
ツ
で
提
供
を
頼
ま
れ
た
昆
虫
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
ガ
ロ

図１：ガロアムシ目の一種、ヒメガロアムシ

て
い
て
翅
を
閉
じ
て
止
ま
る
均
翅
亜
目
（
イ
ト
ト
ン
ボ
類
、
カ
ワ
ト

ン
ボ
類
）、
そ
し
て
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
亜
目
か
ら
な
り
ま
す
。
ム
カ
シ
ト

ン
ボ
は
均
翅
亜
目
と
不
均
翅
亜
目
の
特
徴
を
併
せ
も
っ
て
い
て
、
翅
の

形
、
止
ま
り
方
は
均
翅
亜
目
で
す
が
、
体
の
丈
夫
さ
や
幼
虫
の
形
態
は

不
均
翅
亜
目
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
均
翅
亜
目
と
不

均
翅
亜
目
の
進
化
的
な
つ
な
が
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

ち
ら
も
「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
寒
冷
地
系
の
ト
ン
ボ
で
、
幼
虫
（
ヤ
ゴ
）
は
夏
で

も
水
温
が
16
〜
17
度
を
超
え
な
い
清
流
に
し
か
生
息
で
き
ま
せ
ん
。
図

２
の
と
お
り
日
本
（
北
海
道
〜
九
州
）、ネ
パ
ー
ル
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
麓
）、

中
国
（
黒
龍
江
省
）
で
知
ら
れ
る
の
み
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
隔
離
分

布
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

寒
冷
で
あ
っ
た
氷
期
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
ア
ジ
ア
の
広
い
範
囲
に
分

布
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
万
年
前
に
最
終
氷
期
（
ウ
ル
ム
氷
期
）

が
終
わ
り
温
暖
化
が
始
ま
る
と
分
布
を
ど
ん
ど
ん
狭
め
、
最
終
的
に
は

今
の
よ
う
に
日
本
、
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
の
ご
く
一
部
の
地
域
に
取
り
残

さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ガ
ロ
ア
ム
シ
と
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
、
稀
少
性
だ
け
で
な
く
昆
虫
類
の

進
化
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
貴
重
な
昆
虫
で
す
。
長
野
県
は
彼
ら
の

代
表
的
な
産
地
で
す
。

図２：ガロアムシ目（緑）とムカシトンボ亜目（赤）の分布

→

　

菅
平
高
原
実
験
所
で
は
、
設
立
以
来
の
約
90
年
間
、
敷
地
内
や
近
隣
地
域
に

生
息
す
る
生
物
相
の
解
明
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
キ
ノ
コ
、
カ
ビ
、

コ
ウ
ボ
な
ど
、「
菌
類
」
の
調
査
は
ま
だ
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、菌
類
の
分
類
学
、生
態
学
の
基
礎
的
な
講
義
を
行
い
、フ
ィ
ー

ル
ド
で
菌
類
を
観
察
、
採
集
し
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て
同
定
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
実
習
で
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
生
物
多
様
性
調
査
の
重
要
性
や
、

市
民
参
加
型
調
査
に
よ
る
学
術
的
貢
献
へ
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

●
日
時
と
内
容

第
１
回　
６
月
１
日
（
土
）
17
時
30
分
〜
20
時
﹇
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
﹈

菌
類
相
調
査
お
よ
び
市
民
参
加
型
調
査
の
概
説
、
菌
類
分
類
学
概
論
、
菌
類

生
態
学
概
論

第
２
回　
６
月
２
日
（
日
）
10
時
〜
15
時
﹇
現
地
で
の
実
習
﹈

　

菅
平
高
原
実
験
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
観
察
採
集
、
顕
微
鏡
観
察
と
ま
と
め

●
講
師　

出で

川が
わ

洋よ
う

介す
け

（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

高
校
生
以
上　
　
　

●
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

●
講
習
料　

２
０
０
０
円
（
一
日
の
み
の
参
加
で
も
満
額
と
な
り
ま
す
）

●
現
地
会
場　

菅
平
高
原
実
験
所
（
上
田
市
菅
平
高
原
１
２
７
８
‐
２
９
４
）

●
申
し
込
み　

５
月
１
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）
の
期
間
に
、
①
氏
名　

②
住

所　

③
電
話
番
号　

④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
で
左
記

へ
。
ご
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
、
数
日
以
内
に
ご
返
信
し
ま
す
。

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２
（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉suga-jim

u@
m
sc.tsukuba.ac.jp

筑
波
大
学
公
開
講
座

菌
類
相
調
査
入
門
編　
ー
自
然
界
の
キ
ノ
コ
・
カ
ビ

の
多
様
性
を
調
べ
よ
う
ー
（
全
２
回
）

▼申込先



本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す
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ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

　

当
実
験
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、「
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
」。
自
然
観
察
会
の
ガ
イ
ド
を
中
心
に
、
当
実

験
所
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
勉
強

会
や
社
会
貢
献
活
動
を
企
画
す
る
な
ど
、
地
域
の
自
然

科
学
振
興
に
繋
が
る
幅
広
い
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
自
然
観
察
会
の
企
画
、
運
営
、
ガ
イ
ド

●
当
実
験
所
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
ま

ず
基
礎
講
座
や
そ
の
他
の
活
動
に
一
定
回
数
以
上
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定
ま
で
の

過
程
で
、
自
然
が
好
き
な
仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
、自
然
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
内
容　

当
実
験
所
に
関
連
す
る
講
義
（
施
設
紹
介
、

菅
平
の
自
然
概
説
、
樹
木
園
概
説
、
ガ
イ
ド
の
心
得

な
ど
）、フ
ィ
ー
ル
ド
見
学
（
自
然
林
、樹
木
園
な
ど
）

●
対
象　

高
校
生
以
上
。
自
然
や
生
物
が
好
き
で
、「
知

り
た
い
、
学
び
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
あ
り
、
自
己

研
鑽
に
努
め
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
活
動
い
た
だ
け
る
方
。

●
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

●
受
講
料　
３
５
０
円
（
保
険
代
）

●
日
程　

次
の
①
〜
③
、
毎
回
10
時
〜
15
時
（
予
定
）

　

①
５
月
11
日
（
土
）　

②
６
月
８
日
（
土
）

　

③
７
月
20
日
（
土
）

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）
の
期

間
に
、
①
氏
名　

②
住
所　

③
電
話
番
号　

④
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス（
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
受
信
可
能
な
も
の
）

⑤
申
し
込
み
動
機　

を
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
で
左

記
へ
。
ご
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
、

数
日
以
内
に
ご
返
信
し
ま
す
。

問　

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp ▼申込先

２
０
２
４　
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

基
礎
講
座
（
全
３
回
）

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定
ま
で
の
流
れ

①
各
自
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
１
〜
２
年
か
け
て
次
の

活
動
に
参
加
す
る
（
一
定
回
数
以
上
）

●
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座
（
全
３
回　
必
須
）

●
自
然
観
察
会
の
見
学
（
全
３
回　
必
須
）

●
そ
の
他
、
当
実
験
所
に
関
連
す
る
活
動
（
選
択
）

　
　
　
　
　
←

②
テ
ー
マ
を
決
め
て
成
果
発
表

　
　
　
　
　

←

③
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
下
記
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
基
礎
講
座
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昨
年
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
な
ら
れ
た
方
よ
り（
要
約
）

・
昆
虫
で
は
分
類
を
学
び
、
菌
類
で
は
顕
微
鏡
観
察

で
胞
子
の
造
形
美
に
感
動
。
今
年
も
菅
平
湿
原
で

の
観
察
会
参
加
な
ど
、
楽
し
み
が
尽
き
な
い
。

・
メ
ン
バ
ー
は
得
意
分
野
が
多
岐
に
わ
た
り
、
自
然

の
中
を
一
緒
に
歩
く
だ
け
で
教
わ
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
こ
れ
が
本
当
に
楽
し
い
。
自
身
の
興

味
も
多
方
面
に
広
が
り
、
日
々
の
豊
か
さ
を
実
感
。

・
観
察
会
の
運
営
は
大
変
だ
が
、
無
事
に
終
え
る
と
達

成
感
が
あ
る
。
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ガ

イ
ド
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
勉
強
中
。

・
以
前
は
花
や
虫
、
き
の
こ
な
ど
を
撮
影
し
楽
し
ん
で

い
た
が
一
人
で
の
活
動
に
壁
も
感
じ
て
い
た
。
今
で

は
先
生
方
や
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
先
輩
、
講
座
の
同

期
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
と
と
も
に
と
て
も
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。


